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5 谷口

6    13

御在所

鈴鹿山脈 2018/5/24(土),25(日)

新人歓迎、OB交流

舘谷

江バタ、鈴木(芳)、
藤本（装備）、
谷口（記録）

5/24(土) 晴れ

4:30 本社P出発
5:30 裏道国道入口着
5:45 日向小屋
6:20 藤内小屋
6:50 前尾根P7取付

10:10 ヤグラにてランチ
12:10 国見峠
12:50 兎の耳
15:15 日向小屋着

5/25(日) 晴れ

7:00 朝食
7:40 日向小屋発
9:00 本社P着解散

予定通り4:30本社駐車場集合、舘谷号出発。新名神菰野ICを降り裏道登山口駐車場に車を停

め藤本号と合流、クライミングチーム出発。砂利道を進み日向小屋へ到着、荷物をデポ。藤内小
屋で小休憩を挟んだのち、前尾根に到着。鈴木・舘谷・谷口と江バタ・藤本の2パーティに分かれ

岩登り開始。鈴木・舘谷・谷口パーティは鈴木さんのリードによりダブルロープで登る。順調に登
り、またコンテでショートカットしつつP2ヤグラまで到着。ヤグラ上部でランチ。休憩後サスペンショ

ンに挑戦。谷口は登れず。その後一同尾根まで登り、国見峠を経由して裏道登山道で下山を始
める。道中兎の耳に寄る。沢に足を入れて涼みながらお互いの挑戦を眺める。一通り挑戦したと
ころで片付け、日向小屋へ戻る。クライミングチームは水浴びorウエットティッシュで体を洗い、飲
み会に備えていた。
二日目、鈴木・藤本パーティは岩登りへ。江バタ・舘谷・谷口は下山。9時本社P着、解散。

私にとっては初めての登山＋岩登りで、連続した岩場を登っていくことには爽快感があり贅沢な
経験だった。特に登り切った時の高度感は自分の高所恐怖症を忘れるほどの気持ちよさであっ
た。天候にも恵まれ、振り返ると四日市・伊勢湾方面が綺麗に見えていた。小さい頃から何度も
登ったことのあった御在所だったが、新しく別の楽しみ方があるのだと知った。岩登りルートも複
数あるので、安全のための岩登り技術をもっと身につけて再度訪れたい。(谷口)

日向小屋

藤内小屋

裏道国道入口

前尾根

兎の耳

今年のやまびこ祭は宿が御在所・日向小屋ということで、クライミングチームができました。中々
暑い日でしたが、初心者と経験者のバランスが良いパーティを組め、安全に楽しむことができました。
藤本さんはP6チムニーを逆向き、ザックありで登ったそうで、大変お疲れ様でした。舘谷
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15.08.20改定 PowerPoint Ver.1 電友会山岳部沢で涼む江バタさん、鈴木さん兎の耳

ヤグラで足ブラする舘谷さん やぐらランチ

リードで登る鈴木さん岩場を目指す一同 必死に登る谷口と
ビレイ中の鈴木さん


